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(3)

香

川

用

水

香
川
県
は、
干
ば
つ
常
習
地、
特
に
東
讃
の
引
田
町
で
は、
稲

作
の
ほ
か、
い
草
の
栽
培
で
濯
甑
用
水
を
多
量
に
必
要
と
し
て
い

た
た
め、
た
び
た
び
被
害
が
あ
っ
た。
特
に
昭
和一
四
年
の
干
ば

つ
被
害
は
甚
大
で、
寸
ど
び
ん
水」
と
い
っ
て、
ど
び
ん
で
稲
株

に
水
を
配
っ
た
と
い
う。
ま
た、
神
に
雨
乞
い
も
し
た。

溜
池
を
作
り、
ダ
ム
を
築
造
し
て
も、
水
不
足
は
解
消
せ
ず
根

本
的
解
決
に
は
な
ら
な
か
っ
た。

夢
の
よ
う
な
「
吉
野
川
の
水
を
香
川
県
に」
を
計
画
に
移
し
た

の
は、
経
済
安
定
本
部
が
「
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
案」
を、
発

表
し
た
昭
和
二
五
年
（一
九
五
O）
か
ら
で
あ
る。
昭
和
二
九
年

吉
野
川
総
合
開
発
促
進
協
議
会
を
中
心
に
「
吉
野
川
開
発
調
整

案」
を
完
成
し
た
が、
徳
島
県
の
賛
成
が
得
ら
れ
ず、
開
発
計
画

は一
時
停
滞
し
た

三
八
年
（一
九
六
三）、
建
設
省
が

野蛇猟
ダ
ム
調
査
に
着
手

す
る
の
と
同
時
に、
地
元
住
民
の
賛
否
両
論
の
な
か、
測
量
設

計、
香
川
県
用
水
計
画
が
進
め
ら
れ
た。

四一
年
吉
野
川
総
合
開
発
香
川
用
水
建
設
期
成
会
を
設
立。
四

目
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産業

・

経済第2編

二
年
七
月
七
日
大
川
郡
建
設
期
成
会
を
設
立
。

同
一

O
月
一

O

日、

大
内
町
・

白
鳥
町
・

引
田
町
も
香
川
用
水
事
業
に
追
加
編
成

さ
れ
た
。

四
三
年、

香
川
用
水
土
地
改
良
区
設
立
認
可、

同
一

O

月
二
四
日
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

早
明
浦
ダ
ム
（
総
貯
水
量
三
億
一

六
O
O
J）

は
四
八
年
（
一

九
七
三
）
一
一

月
に、

取
水
堰
と
な
る
池
田
ダ
ム
（
総
貯
水
量
一

二
六
五
J）

も
三
月
に
竣
工
し
た
。

「
香
川
県
農
業
史」

に
よ
る
と、

香
川
用
水
計
画
は
吉
野
川
水

系
の
水
資
源
利
用
の
高
度
化
を
目
ざ
す、

吉
野
川
総
合
開
発
計
画

の
一

環
と
し
て
、

吉
野
川
の
水
を
香
川
県
に
導
入
し、

香
川
県
の

用
水
不
足
を
全
面
的
に
解
消
し
て
、

産
業
基
盤
を
強
化
す
る
と
共

に、

生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ

た。
吉
野
川
本
流
上
流
（
高
知
県
長
岡
郡
本
山
町）

に
建
設
さ
れ
た

早
明
浦
ダ
ム
と
、

池
田
ダ
ム
（
徳
島
県
三
好
郡
池
田
町）

か
ら
の

水
を、

阿
讃
山
脈
を
貫
き、

導
水
ト
ン
ネ
ル
（
八
付加
で
三
豊
郡
財

団
町
へ
、

二
億
四ー

七
O
O
万
J
（
香
川
県
に
配
分
さ
れ
る
年
間

の
水
量）

を、

港
甑
期
平
均
毎
秒一
二

・

五
J

非
濯
甑
期
平
均
毎
秒
五

・

五
J

東
西
幹
線
水
路
に
よ
っ
て
、

東
部
は
大
川
郡
白
鳥
町
の
宮
奥
池
（
七
四
お）

西
部
は
三
豊
郡
豊
浜
町
姥
ケ
懐
池
（
二二
信）

東
部
幹
線
水
路
の
高
瀬
支
線
は

高
瀬
町
の
満
水
池
（
二
信）

支
線
水
路
（
農
業
専
用）
を
別
紙一
の
ご
と
く
導
入
し

農
業
用
水、
都
市
用
水
に
す
る
も
の
で
あ
る 。
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引
田
支
線
水
路

香
川
用
水
引
田
支
線
の
工
事
に
つ
い
て
、

石
引

業農第l章

平成四年度香川用水は馬宿川を渡る

池
の
上
に
「
香
川
用
水
通
水
碑
」

る
ロ

に
そ
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い

位

置

工
事

開
始

工
事

全
長

通

水

年
間
取
水
量

引
田
町

吉
田

石
引
池

昭
和
五
二
年
六
月
着
工

六

・

五
粁

昭
和
五
三
年
七
月
二
二
日

九
O
高
J

香

工
事

完
成

総

工

費

昭
和
五
五
年
四
月
三
O
日

三
億
壱
千
五
百
万
圃

吉
野
川
総
合
開
発
計
画
ノ一
環
ト
シ
テ
遠
ク
四
国
山
脈
ノ
奥
深

ク
其
処
ニ
源
ヲ
発
シ
タ
早
明
浦
ダ
ム
ヨ
リ

池
田
ダ
ム
ニ
取
水
シ

阿
讃
ト
ン
ネ
ル
ヲ
通
リ

讃
岐
ノ
東
端
引
田
町
吉
田
石
引
池－一
至

リ
其
ノ
水
ハ
農
業
用
水
及
ピ
上
水
道
用
水
ト
シ
テ
川
股
浄
水
場

ヘ
ポ
ン
プ
送
水
シ

引
田
町
ノ
水
需
要
ノ
安
定
ヲ
図
ル

官
民

一
体
ノ
努
力
ト

地
元
住
民
ノ
協
力
ニ
ヨ
リ

此
ノ
大
事
業
ヲ
成
シ

遂
ゲ
タ
コ
ト
ニ
思
ヲ
至
ス
ト

キ
満
々
ト

湛
エ
ラ
レ
タ
此
メ
水
ニ

尊
キ
モ
ノ
ヲ
学
プ
コ
ト
ガ
出
来
ル
幾
世
紀
ニ
亘
ル
水
争
ノ
歴
史

ノ
中
デ

先
人
ガ
渇
望
シ
テ
止
マ
ナ
カ
ッ

タ
夢
ガ
今
此
処－一
実

現
シ
感
慨
無
量
デ
ア
ル
完
工
ノ
喜
ピ
ヲ
筆
ニ
託
シ
テ
概
要
ヲ
後

世
へ
ノ
記
録
ト

ス
ル

昭
和
五
五
年
四
月
吉
春

引
田
町
長

吉－

田

li－－J
 

用水通水碑

石引池の上には、 四国のみちの案内板とともに香
川用水の碑がある

柏
木

自

治

会甫

引
田
支
線
追
加

綿
密
に
計
画
さ
れ、

馬
宿
川
を
横
断
し、

平

成
四
年
度
に、

保
田
池
・

宗
極
池
ま
で
の
導
水
が
完
了
し
た
。

引
田
町
に
香
川
用
水
が
配
水
さ
れ、

千
足
ダ
ム
完
成
と
合
わ
せ

て
、

引
田
町
の
水
不
足
も
解
消
し
た
。
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